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【タイムテーブル・会場】 
５月３１日（土） 
11:00～  受付開始        1 階フリースペース 
11:30～16:35  開催校企画展示      ゼミ室 10 
12:00～14:10  研究報告Ⅰ 

１．農山漁村・地域社会     324 教室 
２．政治・社会意識     325 教室 
３．社会病理・社会問題     326 教室 
４．文化・知識・科学（１）    334 教室 

12:00～14:30  ◆若手企画①「死に対処する現代社会の知と実践」 332 教室 
    ◆若手企画③「レイウィン・コンネル『マスキュリニティーズ』を再考する」333 教室 
14:25～16:35  研究報告Ⅱ 

５．都市       324 教室 
６．文化・知識・科学（２）    325 教室 
７．社会福祉・医療     326 教室 
８．コミュニケーション・情報    327 教室 
９．ジェンダー・セクシュアリティ（１）  328 教室 
１０．理論・学説      336 教室 
◆自著を語る～MY FIRST BOOK～   334 教室 

16:45～17:30  総 会       324 教室 
17:40～19:00  懇親会       11 号館 11 階スカイラウンジ 
 
 
 
６月１日（日） 
9:00～   受付開始       1 階フリースペース 
9:00～16:00  開催校企画展示      ゼミ室 10 
9:30～11:40  研究報告Ⅲ 

１１．エスニシティ     324 教室 
１２．社会史・歴史社会学    325 教室 
１３．教育       326 教室 
１４．経済・経営・産業・労働    327 教室 
１５．ジェンダー・セクシュアリティ（２）  328 教室 

9:30～12:00  ◆若手企画②「日本の近代を〈宗教的なるもの〉との関わりで考える」332 教室 
◆若手企画④「家族実践の社会学」   333 教室 

13:00～16:00  大会シンポジウム「時間と空間のいま」 
（１）「空間とコミュニケーションの変容」  324 教室 
（２）「近現代における時間と社会」   325 教室 
開催校シンポジウム「今、社会学教育に何が必要か」326 教室 
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＜大会実行委員会（開催校）・研究活動委員会からのお願い＞ 
（１）一般研究報告（部会口頭報告）・「自著を語る」報告者の方へ 
 報告者は部会開始時間の 5分前までに会場に集合して、司会者と打ち合わせをしてください。 
 １報告あたりの報告時間は 25分です。 
 会場では配布資料のコピーサービスはできませんので、報告者は 50部程度ご用意ください。 
 報告申込の際に情報機器の使用を希望した報告者の会場には、プロジェクタ他の当該機器が備えられていま

す。パソコンはご自身で持参してください。プロジェクタとパソコンを接続するケーブル（HDMI）は備わっ

ています。Mac をご利用の場合はアダプタもお持ち下さい。また、学内の WiFi に接続することも可能です。 
 機器や接続には故障や不具合が生じる場合があります。万一に備え、機器なしでも滞りなく発表できるよう

にご準備ください。機器を利用する方は、部会の始まる 10 分前に報告教室にお集まりいただき、その教室

で機器が正常に作動するかを確認してください。 
 大会奨励賞受賞者は、学会ホームページで発表します。 
※ 大会の直前に発表をキャンセルする場合は、研究活動委員会アドレス（2023kansya〈アットマーク〉gmail.com）

にメールするか報告者・司会者向けに別途お知らせする緊急連絡用電話番号に連絡してください。 
 

（２）参加登録について（詳細は学会ホームページをご参照ください） 
 第 76 回大会では、すべての参加者が事前に参加登録と参加費の支払いをする必要があります。 
 大会参加登録は、下記の第 76 回大会特設サイトからおこなってください。締切は 5 月 15 日（木）17 時で

す。当日受付はありませんので、締め切りまでに参加登録と参加費・懇親会費のお支払いをお願いします。

https://kansya2025.award-con.com/ 
 大会参加費は、一般（会員・非会員）2000 円、学生・院生（会員・非会員）500 円、常勤職でない会員 500

円です。懇親会費は、一般（会員・非会員）3000 円、学生・院生（会員・非会員）1500 円、常勤職でない会

員 1500 円です。また大会 2 日目の昼食（お弁当）代は、一律 1000 円です。大会参加費と希望するオプショ

ンの代金をまとめて、クレジットカード決済または銀行振込による事前支払を期日までに完了してください。 
 銀行振込の場合は、事務局が入金を確認した後に正式登録がなされるため、手続き完了まで少し時間がかか

ります。クレジットカード決済の場合は、オンライン上の手続きのみで登録が完了します。 
 銀行振込の口座：ゆうちょ銀行 

【他行からゆうちょ銀行に振り込む場合】ゆうちょ銀行  四〇八（読み：ヨンゼロハチ）支店  
支店コード：408  普通預金 口座番号：8012280  口座名義：カンサイシャカイガッカイ 

【ゆうちょ銀行から振り込む場合】四〇八（読み：ヨンゼロハチ）店 
振込用の記号−番号：14040−80122801  普通預金  口座名義：カンサイシャカイガッカイ 

 大会参加費、懇親会費、大会 2 日目の昼食代の領収書は大会特設サイトから PDF ファイルでダウンロードで

きます。大会特設サイトは当学会がブランドコンセプト社に委託し構築します。クレジットカード決済の場

合、大会参加費はいったんブランドコンセプト社に集約されますが、集計後、当学会に払い戻されます。ク

レジットカード決済の場合、領収書にブランドコンセプト社の記載が入りますが、大会参加費、懇親会費、

大会 2 日目の昼食代の支払先は関西社会学会です。 
 

（３）報告要旨集について 
 報告要旨集は、学会ホームページまたは大会特設サイトからダウンロードしてご覧ください。 
 
（４）大会期間中の一時保育について 
 事前エントリー申込をされた方に別途ご案内差し上げます。詳細は大会ホームページをご覧ください。 



3 

第１日 ５月３１日（土） 

 

研究報告Ⅰ ５月３１日 土曜日午後  １２：００～１４：１０ 

 
１．農山漁村・地域社会 （324教室） 司会：二階堂裕子（ノートルダム清心女子大学） 

１．中国農村部における介護実践と介護観 
―四川省C村のフィールドワークより― LIU CHAOYUE 神戸大学 

２．閉校は地域の子どもに何をもたらしたのか 
―閉校記念誌と過疎地域で生まれ育った若者の語りから― 水野遼太郎 京都大学 

３．被差別部落における「教育コミュニティ」形成の試み 
―滋賀県栗東市における教育実態調査から― 内田龍史 関西大学 

４．伝統武術の文化資源化にみられる農村・都市間の往還  
―ある農村出身の武術指導者を事例に― 範麗娟 関西学院大学 

 
２．政治・社会意識 （325教室） 司会：井上義和（帝京大学） 

１．かわぐちかいじ原作マンガにおける専守防衛と戦死 
―「戦わない軍隊」が戦うための儀式表象に着目して― 津田壮章 京都大学 

２．一般市民と自衛隊退職者の平和・安全保障問題に関する意識 
―Webモニター調査に基づく計量分析― 吉田純 京都大学 

３．現代政治経済学と補完型所得保障の考察 稲葉年計 東京都立大学 
４．自己責任論の普及と責任の組織化 

―イラク日本人人質事件における責任の組み立ての検討― 稲葉渉太 京都大学 
 
３．社会病理・社会問題 （326教室） 司会：藤澤三佳（京都芸術大学） 

１．自殺念慮を巡る中国の実態について 
―アンケート調査に基づく性別、地域、年齢層による特徴と考察―  
 周新宇 南山大学 

２．受刑者による経験の物語化とその技法 
―William Head on Stageの脚本を事例として― 加藤このみ 立命館大学 

３．性風俗業に従事する中高年女性の現状と課題 金益見 神戸学院大学 
４．「その後」をめぐる社会的排除とジェンダー構造 

―元受刑者の女性の語りに着目して 竹松未結希 立命館大学 
 

４．文化・知識・科学（１） （334教室） 司会：戸江哲理（神戸女学院大学） 

  共同報告：買い物の社会学（１～３） 

１．世界制作としての楽々カート 
―買い物の社会学（１）― 樫田美雄 摂南大学 

２．衣料品売場での相互行為場面にみる「装うこと」の現実 
―買い物の社会学（２）― 堀田裕子 摂南大学 

３．「楽々カート」への創造的習熟の実相 
―買い物の社会学（３）― 加戸友佳子 摂南大学 
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若手企画 ５月３１日 土曜日午後  １２：００～１４：３０ 

 

◆若手企画①「死に対処する現代社会の知と実践――『死の社会学』の再起動に向けて」（332教室） 

  企画者：藤井亮佑（関西学院大学）

  司会：韓光勲（梅花女子大学） 

１．近代社会の死別のアノミー 
―デジタル社会における死と不死― 藤井亮佑 関西学院大学 

２．なぜ墓地は「死」を表象しなくなったのか？ 
―生物のエージェンシーに注目して― 辻井敦大 甲南大学 

３．死者と生者の関係性 
―「死の社会学」再考の糸口として― 磯部美紀 親鸞仏教センター 

４．原爆記念日の社説からみた被爆地長崎の平和意識の変容 渡壁晃 京都大学 
 

討論者 梅村麦生（神戸大学） 

 
◆若手企画③「レイウィン・コンネル『マスキュリニティーズ』を再考する」（333教室） 

  企画者・司会：堀内翔平（京都大学） 

１．男性性の変革を捉える方法 
―マスキュリニティーズ』における生活史に着目して― 堀内翔平 京都大学 

２．コンネルに男性のセラピー文化を諦めさせないために 
―男性相談実践の理論化に向けて― 西井開 立教大学 

３．『マスキュリニティーズ』における語りの解釈 
―ラディカル構造主義に起因する課題を踏まえた展望― 田中裕史 名古屋大学 

４．「ゲイと男性性」研究の日本的展開の可能性 
―ジェンダー／セクシュアリティの交錯という観点から― 島袋海理 国際基督教大学 

 

開催校企画展示  
５月３１日 土曜日  １１：３０～１６：３５ 

６月 １日 日曜日   ９：００～１６：００ 

 
◆開催校企画展示：「万博とナショナリズム」（ゼミ室10） 
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第１日 ５月３１日（土） 

 

研究報告Ⅱ ５月３１日 土曜日午後  １４：２５～１６：３５ 

 
５．都市 （324教室） 司会：山北輝裕（日本大学） 

  共同報告：不安定就労と都市居住、その歴史と現在を考える（１～４） 

１．戦間期の日雇い労働者と宿泊保護事業 
―神戸における共同宿泊所の展開に着目して― 中川祐希 大阪公立大学 

２．飯場労働者の生活空間と記録 
―中島敏フォトアーカイブをもとに― 渡辺拓也 大谷大学 

３．大都市における商品化された共同居住 
―東京の事業体介在型シェア住居の実態調査に基づいて― 李知垣 京都大学 

４．土田英雄のドヤ街=巨大複合スラム論 
―大阪社会学研究会の社会解体地域と簡易宿泊所調査― 櫻田和也 大阪公立大学 

 
６．文化・知識・科学（２） （325教室） 司会：菅原祥（京都産業大学） 

１．映画における「富士山」表象 
―「日本の象徴」の脱神話化に向けて― 長門洋平 東京都立大学 

２．特攻映画レビューの対応分析 
―脱文脈化説の再検討― 川原吉貴 株式会社アプリス 

３．演劇表現の制作を通した「戦争」へのまなざし 
―マームとジプシー『cocoon』を事例にして― 佐々木知子 京都大学 

４．「ポーランド人民共和国時代の生活博物館」における展示の言説分析 
 升一亜海 名古屋大学 
 

７．社会福祉・医療 （326教室） 司会：近藤理恵（岡山県立大学） 

１．日本におけるヤングケアラー政策の展開とその特徴 張瑜淳 京都大学 
２．質的調査における意図せぬセラピー効果 

―発生要因と研究上の配慮の検討― 桜井政成 立命館大学 
３．「子ども食堂」はどのように記述されているか 

―論文群のディスコースの検討― 豊島伊織 京都大学 
 

８．コミュニケーション・情報 （327教室） 司会：鈴木謙介（関西学院大学） 

１．現代日本社会における「生活テンポの加速」の世代差の検証 真鍋公希 中京大学 
２．状況・形・指さしのマルチモーダルな表現で達成される未来行為 

―在宅療養場面の相互行為のビデオエスノグラフィー分析― 松浦智恵美 立命館大学 
３．家庭・生活・地域に浸透する防災コミュニケーション 

―ラジオ局の南海トラフ準備状況調査より― 松浦さと子 龍谷大学 
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９．ジェンダー・セクシュアリティ（１）（328教室） 司会：山根真理（神戸大学） 

１．マッチングアプリにおける「恋愛」の困難 
―首都圏の若年ゲイ・バイセクシュアル男性に着目して― 秋丸竜広 大阪大学 

２．性的に欲望される「異性婚」の問題点とその可能性 
―『薔薇族』・『バディ』のゲイマンガを中心に― 白井望人 神戸大学 

３．戦後日本における少女の同性愛の認識 
―1945〜1969年の専門知の言説から― 上村太郎 京都大学 

４．身体接触の両義性に関する検討と課題 中田奈月 奈良佐保短期大学 
 
１０．理論・学説 （336教室） 司会：高橋顕也（立命館大学） 

１．Ｇ・Ｈ・ミードの社会的自己論の再検討 
―ニューロン研究の知見を活用した「I」の復権とsymbolic interactionism本流への再接合―

 鎌田大資 椙山女学園大学 
２．U・ベックの「コスモポリタン化論」構想 

―規範理論を棄却した意図をめぐって― 大川内晋 神戸大学 
３．近年の知識社会学的研究の動向について 

―思想の社会学とインテレクチュアル・ヒストリーの交差の観点から―  
 下村晃平 立命館大学 
４．初期ガーフィンケルによる「知覚の衝突」概念の再検討 成田まお 神戸大学 

 
◆自著を語る～MY FIRST BOOK～ （334教室） 司会：髙谷幸（東京大学） 

１．『「ビッグイシュー」の社会学――ホームレスの対抗的公共圏をめぐって』（明石書店、2024年） 
 八鍬加容子 九州産業大学 

２．『陸軍将校たちの戦後史――「陸軍の反省」から「歴史修正主義」への変容』（新曜社、2024年）

 角田燎 立命館大学 
３．『児童養護施設のエスノグラフィー ――「実践」からみる子ども生活の社会学』（勁草書房、2023年） 

 三品拓人 筑波大学 
 

総会・懇親会 ５月３１日 土曜日午後  １６：４５～１９：００ 

 

◆総 会    １６：４５～１７：３０（324教室） 

 
◆懇親会    １７：４０～１９：００（11号館11階スカイラウンジ） 
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第２日 ６月１日（日） 

 

研究報告Ⅲ ６月１日 日曜日午前  ９：３０～１１：４０ 

 
１１．エスニシティ （324教室） 司会：山下泰幸（神戸大学） 

１．多文化地域のイスラーム施設における女性・子どもへの支援 
―大阪市西淀川区の2つのイスラーム施設の例から― 嵜本圭子 大阪公立大学 

２．大都市人口回帰地区における中国人ニューカマー家族の移住に関する研究 
 HE MIAOMIAO 大阪公立大学 
３．ニューカマー第二世代のエスニック・アイデンティティと教育達成 

―達成を果たした韓国系に着目して― 韓在賢 京都大学 
４．トッドの人類学的基底とホフステッドの六指標の関係性の整理 

―Rによる統計学的分析に基づいて― 小川晃生 愛媛大学 
 
１２．社会史・歴史社会学 （325教室） 司会：石田あゆう（桃山学院大学） 

１．近代日本における「工業立国」観念の歴史社会学的分析 
―町田忠治の言説史からみる恣意性と脆さ― 吉田光 京都大学 

２．戦後の「飲酒の管理」に関する諸研究の検討 松井達也 京都先端科学大学 
３．ひのえうま現象にみる家父長制とジェンダー 

―これは何なのか？そしてどうなる令和のひのえうま ― 吉川徹 大阪大学 
４．女性のパブリック・ヒストリーにおける「女性の戦争責任」論 

―1990年代前後の展開に着目して― 峯桃香 立命館大学 
 
１３．教育 （326教室） 司会：工藤宏司（大阪公立大学） 

１．1970～80年代の関西の夜間中学における同和・解放教育論 江口怜 摂南大学 
２．なぜ子どもの困難は学校で表面化されないのか 

―リアリティ分離の観点から― 大久保遥 京都大学 
３．不登校・登校拒否対策政策の変容 

―文部省・文部科学省の通知文書の言及関係― 藤根雅之 関東学院大学 
４．高校普通科改革が抱える困難と矛盾 

―地方公立高校の探究学習をめぐる状況を中心に― 野中康生 神戸大学 
 
１４．経済・経営・産業・労働 （327教室） 司会：妹尾麻美（追手門学院大学） 

１．就職氷河期世代のプレカリティ 
―就労と健康の関係に着目したライフストーリー分析― 磯部さざみ 京都府立大学 

２．自己目的化する大卒就職活動とその隘路 
―「ポスト就職氷河期」という視座から― 和藤仁 関西学院大学 

３．留学生の希望就労先選定に関する思考の探索的研究 
―求人票の順位付インタビュー調査から― 王地裕介 大阪大谷大学 

４．仕事と不妊治療の両立 
   ―夫婦での取組を中心にして― 乙部由子 名古屋市立大学 
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１５．ジェンダー・セクシュアリティ（２）（328教室） 司会：藤野敦子（京都産業大学） 

１．地方女子高出身者の進学と就職における地域移動 日髙正樹 島根県立大学 
２．地方の高校生の考えるライフプランと「地元」 智羽美月 公益財団法人中国地域 
  創造研究センター 
３．理工系出身の女性はガラスの天井を破れるか 

―分位点回帰モデルによる職業的達成の分析― イ ハンソル 京都大学 
４．見えないワークを「見る」 

―大学運動部学生スタッフを対象としたIEの経験的研究 ― 関めぐみ 甲南大学 
 

若手企画 ６月１日 日曜日午前  ９：３０～１２：００ 

 
◆若手企画②「日本の近代を〈宗教的なるもの〉との関わりで考える――戦後の社会科学者たちの残した可能性」 

 （332教室） 企画者・司会：松野靖子（関西学院大学） 

１．柳田国男の祖霊信仰論と他者理解 
―平田篤胤の国学との比較から吉本隆明まで― 松野靖子 関西学院大学 

２．大村英昭の宗教理論の再検討 
―民俗信仰への問い― 松本隆志 関西学院大学 

３．「悪」と「勇気」 
―ロバート・ベラーと否定の論理― 宮部峻 立命館アジア太平洋大学 

４．宗教を超える宗教、ヒューマニズムを超えるヒューマニズム 
―見田宗介における土着の普遍性― 德宮俊貴 大阪産業大学 

５．作田啓一におけるキリスト像の変遷と〈死〉 
―『ドストエフスキーの世界』から晩年のノートへ― 佐藤裕亮 立教大学 

 
◆若手企画④「家族実践の社会学――行為に着目する家族研究の意義と方法論の検討」（333教室） 

  企画者：三品拓人（筑波大学）

  司会：永田夏来（兵庫教育大学） 

１．「家族実践の社会学」の発展に向けて 
―理論の概要と応用の取り組み― 三品拓人 筑波大学 

２．社会的養護における家族実践 
―施設経験者の語りとフィールドワークから― 〇宇田智佳 関西大学 
 西林佳人 関西学院大学 

３．医療分野における家族実践 
―当事者と支援者の語りから― 〇笠井敬太 桃山学院大学 
 松元圭 新潟医療福祉大学 

４．ジェンダーと家族実践 
―異性愛夫婦カップルの関係性、女性たちの子育てから― 〇岡田玖美子 奈良女子大学 
 桑山碧実 大阪大学 

  
討論者 戸江哲理（神戸女学院大学）・片岡佳美（島根大学） 
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大会シンポジウム ６月１日 日曜日午後  １３：００～１６：００ 

 
◆大会シンポジウム：「時間と空間のいま」 

 

（１）｢空間とコミュニケーションの変容――公私の境界線を問いなおす｣（324教室） 

  司会：平井晶子（神戸大学） 

１．長屋暮らしから公私の区分を置き直す 
―リミナルな空間としての路地と共有領域― 永田夏来 兵庫教育大学 

２．シェア居住の実践にみる公私の新しい接点 
―空間の変化による住人の公私の意識変化― 福澤涼子 株式会社第一生命 
  経済研究所 

３．後期近代の公共建築 
―リスクマネジメントによって生み出される建築空間― 松村淳 神戸学院大学 

 
討論者 牧野智和（大妻女子大学） 

 
（２）｢近現代における『時間と社会』｣ （325教室） 司会：松田素二（総合地球環境学研究所） 

１．終電と酩酊 
―20世紀の都市勤労者の時間規律的飲酒様式― 右田裕規 山口大学 

２．近代的時間形式としての「締切」 梅村麦生 神戸大学 
３．死と情動 

―タイのフィールドから― 西井凉子 東京外国語大学 
４．デジタル社会と時間 伊藤美登里 大妻女子大学 

 
討論者 多田光宏（熊本大学）・松田素二（総合地球環境学研究所） 

 

開催校シンポジウム ６月１日 日曜日午後  １３：００～１６：００ 

 
◆開催校シンポジウム：「今、社会学教育に何が必要か」（326教室） 

  司会：好井裕明（摂南大学） 

 樫田美雄（摂南大学） 

１．「地域と学生の協働的実践」で、社会で活躍できる人材の育成に取り組む 
 上野山裕士 摂南大学 
２．社会を創る／文化を創る 

―地域連携プロジェクトから社会の学びへ― 岡崎宏樹 神戸学院大学 
 

コメンテーター 工藤保則（龍谷大学） 

        加戸友佳子（摂南大学） 

        江口怜（摂南大学） 

  



10 

＜会場案内：摂南大学寝屋川キャンパス＞ 
（１）キャンパスマップ 
 会場は正門から左手、バスロータリーに一番近い「3号館」です。受付・報告会場へは3号館のロータリー側

入口からお入りください。 
 懇親会会場は3号館となりの「11号館」の最上階「スカイラウンジ」です。3号館と2号館の間を抜けて11号館

に向かい、1階にある3基のエレベータをご利用下さい。 

  

（２）宿泊について 
 大会実行委員会から宿泊斡旋はいたしませんので、会員各自でご予約してください。 
 
（３）大会期間中の昼食について 
 大会２日目についてはお弁当の用意をいたします（1000 円）。希望される方につきましては、大会参加申込

に併せてお弁当の申込と費用の振込をお願いいたします。 
 大会１日目の昼食につきましては、各自ご持参いただくか最寄り駅の飲食店をご利用ください。 

※１日目は学内食堂（報告会場の向かい、２号館１階）も営業しておりますが、メニュー数が限られてお

ります（土曜 11:30～12:30、日曜は休業）。 

 コンビニは学内（２号館１階、土曜は 11:30～12:30のみ営業、日曜休業）、正門向かいにセブンイレブン

がありますが、それ以外近隣にはありませんのでご注意ください。 

 
（４）交通アクセス 
 大阪府寝屋川市池田中町17-8  （https://www.setsunan.ac.jp/about/access/） 
  京阪本線「寝屋川市」駅から京阪バスに乗車し「摂南大学」下車（約15分）。 

大阪メトロ谷町線大阪モノレール「大日」駅から京阪バスに乗車し「摂南大学」下車（約15分）。 
JR京都線「茨木」阪急京都線「茨木市」駅から京阪バスに乗車し「摂南大学」下車（約28分）。 
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（５）会場配置図  

     寝屋川キャンパス3号館 

 
 受付は 1 階フリースペース付近に設置します。会員控室はその横の「ラーニングコモンズ」エリアです。 
 書籍販売コーナーは 2 階「ゼミ室 1」です。 
 25 日（土曜日）理事会の会場は 3 階「337 教室」です。 
 1 日（日曜日）シンポジウム打ち合わせ会場は 3 階「334 教室」「336 教室」「多目的室」です。 
 喫煙は所定の場所（会場から向かいの「国際会館」付近）にてお願いします。 
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